
 

（別紙） 

 

令和４年度全国高等学校教育改革研究協議会実施要項 
 

 

１ 趣旨 

  中央教育審議会答申等を踏まえた新しい時代に向けた高等学校教育改革に関する

情報提供等を行い，もって各高等学校における高等学校教育の質の確保・向上や改革

の推進の参考とするものです。 

 

２ 主催 

  文部科学省 

 

３ 会場 

  オンライン（Web 会議システム（ZOOM）） 

 

４ 日程 

  令和４年１０月２０日（木） 

時間帯 項目 内容 

12：30～13：00 

（30 分） 
受付 オンライン会議システムへの接続 

13：00～13：30 

（30 分） 

趣旨説明 

行政説明 

開会挨拶 

文部科学省等から説明 

13：30～14：30 

（60 分） 
事例研究 

新時代に対応した高等学校改革推進事業の

指定校の事例発表 

・京都市立開建高等学校 

スクール・ミッション、スクール・ポリシー

の策定についての事例発表 

・徳島県教育委員会 

・岡山県教育委員会 

14：30～14：40 

（10 分） 
休憩  

14：40～16：30 

（110 分） 

グループ別

討議 

各都道府県等における取組について，グルー

プに分かれ意見交換 

16：30～16：40 

（10 分） 
閉会 事務連絡 

 

５ 参加対象者 

（１）都道府県教育委員会 

ア 都道府県教育委員会の高等学校担当者，都道府県立高等学校の関係者 

イ 高等学校を設置する市町村教育委員会（指定都市教育委員会を除く。）の高等

学校担当者，市町村立高等学校の関係者 

（２）指定都市教育委員会 

高等学校を設置する指定都市教育委員会の高等学校担当者，指定都市立高等学校

の関係者 



 

（３）都道府県知事部局 

都道府県知事部局の私立高等学校担当者，私立高等学校の関係者 

（４）国公立大学法人 

国公立大学附属高等学校の教職員，国立大学付属高等学校の関係者 

（５）学校設置会社を所轄する認定地方公共団体 

認定地方公共団体の私立高等学校担当者，私立高等学校の関係者 

 

６ 事例研究について 

〇 上記「５ 参加対象者」の対象者の方にご参加いただけます。（人数およびアカウ

ント数の制限はありません。） 

〇 Web 会議システム（ZOOM）の都合上，協議会にオンライン会議システムにて御参加

いただく方は，事前に「参加登録フォーム」にてアカウント数を回答ください。な

お，参加登録にあたっては，各都道府県教育委員会等が各高等学校教職員からのア

クセス数を取りまとめいただき「参加登録フォーム」から，御登録をお願いします。

（市町村教育委員会においては、各市町村教育委員会から直接「参加登録フォーム」

で御登録ください。） 

〇 アカウント数が想定より大幅に増加した場合は、アカウント数の制限を依頼する場

合もありますのでご承知おきください。 

 

７ グループ別討議について 

〇 グループ別討議の参加者については、各都道府県、高等学校を設置する市町村、高

等学校を設置する指定都市、学校設置会社を所轄する認定地方公共団体、国立大学

付属高等学校を設置する国立大学法人より最大１名とします。 

○ グループ別討議では，後日送付するグループ（ZOOM におけるブレイクアウトルーム）

に分かれ，以下のテーマについて討議を行います。 

① 普通科改革に関する取組 

② 中学校時代に不登校経験を持つ生徒や障害のある生徒等を受け入れる上で

行っている取組（定時制高校・通信制高校を含む） 

③ 成年年齢の引下げに際して行っている取組 

④ その他，参加者からの希望テーマ 

〇 上記テーマから参加者が希望するテーマを２つ以上選択し，選択したテーマについ

て，各都道府県等の取組を様式「グループ別討議 事前課題」にまとめたものを発

表資料として提出期限までに提出ください。なお、選択していないテーマについて

は発表資料の作成は不要です。 

〇 各参加者から６分程度で取組を説明のうえ，残りの時間で意見交換を行います。 

○ 発表の形式は様式「グループ別討議 事前課題」を投影（ZOOM の共有）いただき発

表ください。なお，発表資料は，研究協議会の開催に先立ち，グループ別討議参加

者に送付します。 

 

８ その他 

○ オンライン会議システムへの接続方法等については，追って御登録いただいた代表

者およびグループ別討議参加者に連絡します。 

○ 本研究協議会開催後，行政説明等の内容について参加者からの質問を受け付けるこ

とを予定しています。（御質問内容及び文部科学省からの回答は後日 HP にて公表す

る可能性がございます。） 


